





























































実 験 成 績
 1)S」c五arlachrO七による脂肪染色所見から・球状帯寿よび束状帯¢ リボづド顆粒の保有
 量を調べ,その成績に基づき,副腎皮質の反応を5つの組織型に分類した。即ち,∫型は両層均
 等にリポイド顆粒を有するもの,既墾は球状帯に多く,束状帯に減少,四型は球状帯に著しぐ減
 少し,束挟帯にはほy正常量認められるものである。」型は,術後日数,血圧の程度およひ雌雄
 に関係なく認められ・狂型は雌にや㌧多ぐ,血圧は180～15巳の群に多い。m型は術後日数
 が20週で,血圧が窪80以上の雄にだけみられた。
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 2)鍍銀染色を施した標本で,組織計測により球状帯の巾を調べた結果,'血圧D高い例では一
 般に球状帯の巾も広いが,一部に正常と変らないものも混える。
 5)(}olaneτ閣染色で・所謂皮質結節・結節状過形成なし・・し分画を調べたが,48例中≦0例
 にこれらの病変を認めた。本病変のぬ現と血圧の程度との間には有意の関係を認めないが,20
 週群にや、多く認めた。
 4)高血圧性血管病変は副腎周囲の脂肪組歌中に存在する細動脈にしばしぱ認め,稀に被膜内
 外の動脈枝に高度の閉塞性内膜炎ヤ)中膜のフエブリノイド壊死を認めた。これらの病変は20週
 群に多いが,皮質内病変との間には有意の関係は認めなかった0
 5)Bowie染色による傍系球体細胞顆粒¢)密度は,狭窄側腎にむいて全的で正常対照例によ
 り高い傾向を示し,最も顆粒密度が高いものは血圧が180以上の群にだけ認めた。非狭窄側腎
 では顆粒密度の減退が著しく,r般には殆んど陰性であり,極めて稀に極くわずかの顆粒を認め
 るに過ぎない。
 6)狭窄側腎の傍系球体細胞顆粒の密度と血圧の程度との聞には何らの関係も見出し得ず,ま
 た球状帯め巾との間にも関係を認めなかった。
 総括と考按
 リポイド顆粒の保有量および分布から形態学的に副腎皮質の機能を窺うと,血圧の上昇が中等
 度のものや雌では,束状帯を中心とする鼓舞状態を呈し,血圧が180以上の雄にだけ球状帯を
 中心とする鼓舞状態を認めた。このように,性差診よび血圧の差により副腎皮質所見に相違のあ
 ることについて,その意義は未解決であるが,甚だ興味ある所見と考えられる。
 Reninを動物に注射すると球状帯の巾が増し,その増大は投与量に平行すると報告されてい
 る。Reninの放出増加が高血圧の原因と理解されているGO■邑b■a七t型の高血圧症では,球状
 帯の巾の増大が当然予想される。今回の著者の研究では・球状帯の巾は血圧の程度とはある程度
 の平行関係を認めたが,傍系球体細胞顆粒の密度とは何らの関係も認め得なかった。顆粒の密度
 ほ血圧の程度や球状帯の巾とは無関係に,狭窄側腎では一様に正常側にくらべて高くなっている。
 従って,顆粒が増加してくるのは腎動脈狭窄後におこる循翼不全に基づく所見と推測された。
 高血圧症の副腎皮質にしはしぱ認められる結節状過形成の成因に関して議論が多いが,今回の
 研究で,高血圧が続ぐことにより二次的にも生じうるものであることが明らかにされた。この病
 変の発生には血管病変による循環瞳害が関係することが推測されたが,その因果関係を明らかに
 することは出来なかった。
 高血圧症血管病変は副腎周囲の脂肪組織に存在する細動脈や,被膜内外に存在する動脈枝に認
 められた。本病変は蚤L圧が高く,しかもその持続期間の長いものほど顕著になってくることが推
 測されたが,皮質内病変との関係ほ解明出来左かつた。
 審査結果の要旨
 本研究は白ネズミに腎動脈狭窄による実験的高血圧症を作り,副腎皮質の病理形態学的所見と
 傍糸球体細泡顆粒の動態を観察したものである。副腎皮質は高血圧そのものによっても二次的に
 形態像の修飾が加わる臓器であるから,実験期間が極めて重要な意義を有するが,著者は実験動
 物を旬週群と20週群とに区別して観察を試み,この経時的問題を解決している。
 (}01dbla七tらの実験成功以来,本症の発生機構をめぐり,多くの研究をみるが,それらは
 主に腎性昇圧因子に関連する生化学的、薬理学的なものである。近年Renin-Angioten-
 8in-Al己os七erone系が本症の発生に重要な役割を演ずることが明らかにされつ』あるが・
 これと関連した形態学的研究は以外に少ない状況であった。従来,わずかに狭窄側腎の傍糸球体
 細胞顆粒の密度が増すこと,副腎皮質球状帯の肥大が認められること,又両者の病変は概ね平衡
 関係にあること等が報告されて来た。本研究において,著者は綜合的かつ詳細な検索を行ない興
 味ある知見を報告している。即ち,本症における副腎皮質の反応を,リポイド顆粒の分布から,
 動物の性差,血圧の高さの程度などにより5つの型に区別し,主として球状帯を中心とする組織
 反応は血圧が極度に高い雑動物に限られることを明らかにしている。この事実は,本症で副腎皮
 質の演ずる役割は,Renin,An呂io七en8inによりAユd-08teroneの分泌亢進が促され
 るという単純なものでないことを示唆する。球状帯の肥大については,一般的には血圧の高い例
 ほど球状帯の幅を増す傾向を認め,また血圧が高い例でも幅を増さないものもあることを明らか
 にした。
 高血圧症の副腎皮質で形態学的に注目を集めて来たのは,そ'れと関連して皮質に・しはしは認め
 る過形成や腺腫である。これらの病変をめぐる議論の焦点は,高血圧の原因か結果かということ
 である。本研究で皮質にみられる過形域は,高血圧状態が持続することにより,二:次的にも生じ
 うるものであることが明らかにされ,又この病変の発生には血圧の高さが関係なく,むしろ持続
 期間が問題で,血管病変などの二次的鼠子が関与することが推測されている。
 傍系球体細胞顆粒の本態については議論があり.Reninの産生母体であるとしても,顆粒の
 動態はReninの如何なる動向を反映するものであるかが今日なお不明である。
 本研究の成績では,顆粒の密度は狭窄側腎では全例で正常対照例に比べ増加する傾向を認めて
 いるが,血圧の高さや・球状帯の幅との間には何らの相関々係も認めないと結論しているのは注
 目に価する。
 以上の成績は腎動脈狭窄動物の副腎皮質にみられる形態像および傍糸球体細胞顆粒の動態を解
 明したものであり,学位に相当すると判断される。
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